
イソテアニル（IsotianiI）  

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の新規設定   

経緯   農薬取締法に基づく新規の農薬登録申請に伴い要請があったもの。   

構造式   ClC】   Nてs＼。H－§   
用途   農薬／殺菌剤   

イソテアゾール系化合物  

作用機構  直接抗菌性を示さないが、植物の感染特異的タンパク質を活性化すること  

により作用すると考えられている。 

適用作物／適用病害虫等  農薬登録申請；稲／自棄枯病、いもち病   

我が国の登録状況   農薬登録はない。（新たに農薬登録申請がなされたものである。）   

諸外国の状況   
国際基準は設定されていない。諸外国においても残留基準値は設定され  

ていない。   

許容一日摂取量（ADI）0．028mg／厄体重／day  

食品安全委員会における     ［設定根拠］1年間慢性毒性試験（ラット渾餌）   

食品健康影響評価結果   無毒性量 2．83mg／kg体重／day  

安全係数100   

基準値案   別紙1のとおり。   

TMDl／AbI比は、以下のとおり。  

TMDI／ADI比  

（％）  

国民平均   3．7  
暴露評価  

幼小児（1～6歳）   6，6 

妊婦   2．7  

高齢者（65歳以上）   3．7  

TMDI：理論最大－E］摂取量（TheoreticalMaximumDailyIntake）   

意見聴取の状況   
平成21年8月25日に在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びWTO通報手続きを予定   

答申零  別紙‘2のとおり。   
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（別紙1）   農薬名  イソチアニル  

参考基準値  

基準値  外国  作物残留試験成績   

農産物名  案  現行  基準値 
Ppm   PPm   ppm  Ppm   pPm  

米   0．3  申  0．08（＄），〈0．01   

（＄）この作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。   



答申（案）   

イソチアニル  

（別紙2）  

食品名   残留基準値 t）l〕m  米  0．3  
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インドキサカルブ（Indoxacarb）  

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の新規設定及び暫定的な残留基準の見直し   

農薬取締法に基づく新規の農薬登録申請※に伴い要請があり、併せて  

経緯  ポジティブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。  

（※「我が国の登録状況」欄 参照）   

C‡ 

構造式  し：ゝC写e苛若叫C＝F3  l叫0   ．N岬N   わ墜  
O COOC鴨  

（S体）  

・本化合物には2種類の光学異性体（S体及びR体）が存在する。  

－S体が殺虫活性を有するのに対し、R体は殺虫活性はない。   

用途   農薬／殺虫剤   

オキサダイアジン系殺虫剤  

作用機構  昆虫の神経軸索に作用し、神経膜のNa＋チャンネルの機能を阻害するこ  

とにより、殺虫効果を示すと考えられている。   

（鱒登録剤及び新規登録剤ともに）キャベツ、はくさい、ゼいこん等／  
適用作物／適用病害虫等   

本化合物のラセミ体（S体とR体の比率が50：50）である「インドキサカル  

我が国の登録状況  
ブMP」については、平成13年に既に農薬登録がなされている占  

今回、S体とR体の比率を7与：25とした化合物について「インドキサカル  

ブ」として新たl±農薬登録申請がなされた。   

国際基準は大豆、キャベツ等に設定されている。米国においてばれいしょ  

諸外国の状況  等に、EUにおいて仁果果実類等に、オーストラリアにおいて豆類等に、ニ  

ユージーランドにおいてレタス、ぶどう等に基準値が設定されている。   

許容「日摂取量（ADI）0．0052m／k 体重／da  

食品安全委員会における      ［設定根拠］2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット混餌）   

食品健康影響評価結果   無毒性量1．04mg／kg体重／day  

安全係数 200   

別紙1のとおり。  

基準値案  なお、現行の基準値が削除された食品は、基準が設定されていない食品  

同様、一律基準（0．01pPm）が適用される。   

EDI／ADI比は、以下のとおり。  

EDI／ADI比  

（％）  

暴露評価  国民平均  40．8  

幼小児（1～6歳）   74．9  

妊婦   33．5  

高齢者（65歳以上）   43．0  

EDt：推定一日摂取量（EstimatedDailyIntake）   

意見聴取の状況   今後、在京大使館への説明、パブリックコメント及びmo通報手続を予定   

答申案   別紙2のとおり。  
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（別紙1）  ′インドキサカルブ   農薬名  

【0．21－6．4（n＝12）（米国  
キャベツ（外菓あり））】  

【0．q2－0．32（n＝12）（米国  

「丁㌻√ 



（別紙1）  農薬名  インドキサカルブ   

【く0月1－0、069（n＝10）（米   

【く0．Pl－0．12（n＝12）（米国   
かぼちや（スカッシュを含む。）   

【、0．024－0．393（n＝11）（米  
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農薬名  インドキサカルブ  （別紙1）  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（＄）これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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答申（案）   

インドキサカルブ  

（別紙2）  

残留基準値  
食品名  

ロDm   

とうもろこし   0．02   
大豆   5  

小豆類   0．2  

えんどう   0．2   
そら豆   0．2   
らつかせい   0．02   
その他の豆類（注1）   0．2   
ばれいしよ   0．2   
さといも類   0．05   
かんしよ   0．05   
やまいも   0．01   
その他のいも類（注2）   0．01   
てんさい   0．05   

だいこん類（ラデ石万石盲青石デ誘頑   0．05  
だいこん類（ラディッシュを含む）の葉   5  

クレソン   14  
はくさい 
キャベツ   
芽キャベツ   12  
ケール   12   
カリフラワー   0．2   
ブロッコリー   0．2   
その他のあぶらな科野菜（注3）   12   
チコリ   14   
エンダイブ   14   
レタス（サラダ菜及びちしやを含む。）   14   
その他のきく科野菜（注4）   14   
ねぎ   2   

パセリ   14   

セロリ   14   

その他のせり科野菜（注5）   14   
トマト   0．5   

ピーニマン   

なす 0．5 

その他のなす科野菜（注6）   0．3   

きゆうり（ガーキンを含む。）   0．2   
かぼちや（スカッシュを含む。）   0．6   
しろうり   0．6   
すいか   0．6   
メロン類果実   0．1   
まくわうり   0．1   
その他のうり科野菜（注7） 0．6   
しようが  、              、   0．05   
えだまめ   
りんご   0．5   
日本なし   0．2   
西洋なし   0．2  
マルメロ   2  

びわ   2  

ネクタリン   0．9   
あんず（アプリコットを含む）   0．9   
すもも（プルーンを含む）   0．9   
串うとう（チェリーを含む）   0．9   
いちご   
クランベリー   0，9   

ぶどう   2   

綿実   
その他のハーブ（注8）   12   

※今回基準値を設定するインドキサカルブと  
は、S体とR体の和をいうこと。  

（注1）「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、  

小豆類、えんどう、そら豆、らつかせい及びスパイ  
ス以外のものをいう。   

（注2）「その他のいも類」とは、いも類のうち、ばれ  

いしよ、さといも類、かんしよ、やまいも及びこん  
にやくいも以外のものをいう。  

（注3）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな  

科野菜のうち、だいこん類の根、だいこん類の  
菓、かぶ頸の根、かぶ類の菓、西洋わさび、クレ  
ソン、はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こ  
まつな、きような、チンゲンサイ、カリフラワーブ  
ロッコリー及びハーブ以外のものをいう。  

（注4）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のう  
ち、ごぼう、サルシフイー、アーティチョーク、チコ  
リ、エンダイブ、しゆんぎく、レタス及びハーブ以  
外のものをいう。  

（注5）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜の  
うち、にんじん、パースニップ、パセリ、セロリ、み  
つば、スパイス及びハーブ以外のものをいう。  

（注6）「その他のなす科野菜」とは，なす科野菜  

のうち，トマト，ピーマン及びなす以外のものをい  

う。  

（注7）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のう  

ち、きゆうり、かぼちや、しろうり、すいか、メロン類  
果実及びまくわうり以外のものをいう。  

（注8）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、クレ  

ソン、にら、パセリの茎、パセリの葉、セロリの茎及  
びセロリの葉以外のものをいう。   
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インドキサカルブ（つづき）   

残留基準値  
食品名  

DDm   

牛の筋肉   
豚の筋肉   
その他の陸棲晴乳類に属する動物（注9）の筋肉   

牛の脂肪   

豚の脂肪   
その他の陸棲晴乳類に属する動物の脂肪   ▼   
牛の肝臓   

豚の肝臓   0．5   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．5   
牛の腎臓   0．5   
豚の腎臓   0．5   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   0．5   

牛の食用部分（注10）   0．5   

豚の食用部分   0．5   

その他の陸棲晴乳類に属する動物の食用部分   0．5   ‾   
乳   
鶏の筋肉   0．01   

その他の家きん（注11）の筋肉   0，01   

鶏の脂肪   0．01   
その他の家きんの脂肪   0．01   

鶏の肝臓   0．01   

その他の家きんの肝臓   d二01   

鶏の腎臓   0．01   

その他の家きんの腎臓   0．01   
鶏の食用部分   0．01   
その他の家きんの食用部分   0．01   

鶏の卵   0．01   

その他の家きんの卵   0．01   
干しぶどう   5   

（注9）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」と  

は、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚  
以外のものをいう。  

（注10）「食用部分」とは、筋肉、脂肪、肝臓及び  

腎臓以外のものをいう。  

（注11）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏  

以外のものをいう。   



メソトリオン（Mesotrione）  

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の新規設定及び暫定的な襲留基準の見直し   

農薬取締法に基づく新規の農薬登録申請に伴い要請があり、合わせて  
経緯  

ポジティブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。   

構造式   
0  0  NO2   ＼、ヽこ   1   0 ／メ 

SO2CI七   

用途   農薬／除草剤   

トリケトン系除草剤  

作用機構  
感受性植物（一年生雑草全般）のカロチノイド生合成系に関与する酵素  

（4－ヒドロキシフ工ニルピルビン酸ジオキシゲナ「ゼ）を阻害することによ  

リ、白化症状を発現させて 

適用作物／適用雑草名等  農薬登録申請；とうもろこし、稲／一年生広葉雑草、マツバイ等   

我が国の登録状況   農薬登録はない。（新たに農薬登録申請がなされたものである。）   

国際基準は設定されていない。米国においてとうもろこし、アスパラガス、  

諸外国の状況  ベリー類等に、カナダにおいてクランベリー等に、ニュージーランドにおい  

てとうもろこぃこ基準値が設定されている。   

許容一日摂取量（ADI）0．003mg／kg体重／day  

食品安全委員会亡おける   

食品健康影響評価結果   無毒性量 0．3mg／kg体重／day  

安全係数100   

別紙1のとおり。  

基準値案  なお、現行の基準値が削除された食品は、基準が設定されていない食品  

同様、一律基準（0．01ppm）が適用される。   

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMDI／ADI比  

（％）  

暴露評価 
国民平均 1．3  

幼小児（1～6歳）   2．4  

妊婦   0．9  

高齢者（65歳以上）   1．3  

TMbI＝理論最大一日摂取量（TheoreticalMaximumDailyI。take）   

意見聴申の状況   
平成21年7月28日に在京大使館への説明を実施  
現在、パブリックコメント及びmo通報手続中   

答申案   別紙2のとおり。   
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（別紙1）  メソトリオン   

【米画．】＜0．01 

鱒nf∋   【米国】＜0．01（ロ＝8（＃））   
一光問lく〔．∩1イn＝R） 

【米国】く0．ql，（n〒．3（＃．）二．幻 
【米国】＜0．Pl（ロテ3）   
【光風1＜．0．，01‖（n〒．1） 
【米国】＜0．01（n≡6） 

【米国】＜0．01（＃）（n＝5）  

嘩生唾軋琳こ屈する動物の筋肉  

注）カナダの放射Ⅰ対象は軌化合物   

■  

平成17年‖月29日厚生労働省告示第499号において設定された基附直ぐ断定基準）については、網をかけて示した。  
く＃）これらの作物残留試験の一部は、申請の亀田内で試験が行われていない。  
米国Berry groしIPの代表股産物は、ブラックペリー又はラズベリー及びブルーベリーー。  

住）EUでは、農作物について、メソトリオンと代御物MNB∧の和として、分析上のl；艮非催（l－OWe■・し直圧Ol■∧∩8tyUc81L）飢u■－－i√■Ut■Or－U．05～U．tp岬）が削叫在として混在されている。  
畜産物については、基準値は股定されていない。   

カナダ、NZでは、基月払が設定されている上記以外の腰産物について、0．1ppr■tをDeI肌‖lMlくLとして牒定している。   



（別紙2）   答申（案）  

メソトリオン   

食品名   
残留基準値  

ppm   

米   0．01   

とうもろこし   0．01   
その他の穀類（注1）   0．01   
さとうきび   0．01   
アスパラガス   0．01   

オクラ   0，01   
ラズベリー   0．01   
ブラックベリー   0．01   
ブルーベリー   0．01   
クランベリ叶   0．01   
その他のペリー類果実（注2）   0．01   
その他のオイルシード（注3）   0．01   
その他のノ＼－ブ（注4）   0．01   

（注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、小  

麦、大麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以外のもの  
をいう。  

（注2）「その他のベリー類果実」とは、ペリー類果  
実のうち、いちご、ラズベリー、ブラックベリーー、ブ  
／レー／ヾリー、クランベ リー及びハックルベリー以外 

のものをいう。   

1  

（注3）「その他のオイルシード」とは、オイルシーー  

ドのうち、ひまわりの種子、ごまの種子、べにばな  
の種子、綿実、なたね及びスパイス以外のものを  
いう。  

（注4）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、ク  

レソン、にら、パセリの茎、パセリの葉、セロリの茎  
及びセロリの葉以外のものをいう。  
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レビメクテン（Lepimectin）  

ピメクテンA4（LA4）  

た剤は、LA3とLA4の鹿合物。  

（ただし、存在比はL．A3≦20％、LA4≧80％）   

16員環マクロライド骨格を有する殺虫剤  

ミルベマイシン誘導体に関する研究の中で開発された。ミルベマイシン誘導体の  

作用機構  研究は三ルベメクテンを出発原料としているが、ミルベメクテンが昆虫等の神経系  

の塩素イオンチャンネルに作用すること及び本剤の中毒作用がミルベメクテンと  

類似することから、本剤も同じ作用機構を有すると考えられている。   

農薬登録申請；かんきつ、いちご、なす等／チャノキイロアザミウマ、ミカンハモグ  
適用作物／適用病害虫等  

リガ、ハスモンヨトウ等   

我が国の登録状況   農薬登録はない。（新たに農薬登録申請がなされたものである。）   

国際基準は設定されていない‘。諸外国においても残留草準値は設定されていな  
諸外国の状況  

い。   

許容一日摂取量（ADり 0．02m／k 体重／day  

食品安全委員会における       ［設定根拠］2年間 発がん性試験（ラット混餌）   

食品健康影響評価結果   無毒性量－2．02mg／kg体重／day  

安全係数100   

基準値案   別紙1のとおり。   

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMDI／ADI比  

（％）  

暴露評価  
国民平均   2＿3  

幼小児（1～6歳）   5．6  

妊婦   1．9  

高齢者（65歳以上）   2．1  

TMD【：理論最大一日摂取量（TheoreticalMaximumDailyIntake）   

意見聴取の状鱒   
平成21年7月28日に在京大使館への説明を実施  

現在、パブリックコメント及びmo通報手続中   

答申案   別紙2のとおり。   
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（別紙1）  レビメクチン   農薬名  

参考基準値  
基準値  外国  作物残留試験成績   

農産物名 案 現行  基準値  
pPm   PPm   pPm  PPm   pm  

だいこん類（ラディシシュを含む）の根   0．01  甲  0．002，く0．001   

申  だいこん類（ラディッシュを含む）の葉   b．3  0．051（‡），0．030・   

はくさい  0．05  申  0．007，0＿010   

キャベツ  0．05  申  0．004，0．010（‡）   

ブロッコリー   0．05  申  ‾，0．006，0．012   

申 レタス（サラダ菜及びちしやを含む）   0．1  0．017，0．019   

ねぎ   0．01  申、  0．002，0．002   

0．006，0．006（ト㌧ト）  

トマト   0．3  申 0．089，0．069（ミニトマト）   

なす 0．2  申  0．006（軋0．028（＃）（‡）   

申  みかん  0．01  0．002，0．002  

0．006／0．005（＃）  

なづみかんの果実全体  0．1  申  （すだち参照）   

レモン   0．1  申  （すだち参照）   

0．1  申．・  オレンジ（ネーブルオレンジを含む）  （すだち参照）   

申  グレープフルーーツ   0．1  （すだち参照）   

ライム  0．1  申  （すだち参照）  

0．004，0．00白／0．004，  
0．011（ゆず）  

0．014（‡）（すだち）  

その他のかんきつ類果実  0．1  申  0．005（かぼす）   

申  りんご   0．2  0．015（＃），0．029（＃）（‡）   

日本なし   0．2  申  0．029（＃）（‡），0．021（＃）   

西洋なし   0．2  申  （日本なし参照）   

申  いちご   0．5  0．110（軋0．116（＃）   

申  ぶどう   0．3  0．019，0．072（‡）   

0．064（‡），0．018（荒茶）  

茶   0．3  申  く0．001，〈0．001（浸出液）   

0．067，0．044（みかん果  

その他のスパイス   0．3  申 皮）   

（＄）これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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答申（案）   

レビメクチン  

（別紙2）  

残留基準値  
食品名  

Dロm   

だいこん須（ラディッシュを含む）の根   0．01   

だいこん類（ラディッシュを含む）の葉   0．3   
はくさい   0．05   
キャベツ   0．05   
ブロツコリ」   0，05   
レタス（サラダ菜及びちしやを含む）   0．1   
ねぎ   0．01   
トマト   0．3   
なす   0．2   

みかん   0．01   
なづみかんの果実全体   0．1   

レモン′   0．1   

オレンジ（ネーブルオレンジを含む）   0．1   

グレ⊥プフルーツ   0．1   
ライム   0．1   

その他のかんきつ類果実（注1）   0．1   

りんご 0．2   

日本なし   0．2   

西洋なし   0．2   

いちご   0．5   

ぶどう   0，3   

茶   0．3   

その他のスパイス琵町‾‾‾【‾Ⅶ‾－【   0．3   

※今回基準値を設定するレビメクチンとは、L－A3  
及びL．A4の和をいうこと。  

（注1）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ  

類果実のうち、みかん、なっみかん、なっみかん 
の外果皮、なっみかんの果実全体、レモン、オレ  
ンジ、グレープフルーツ、ライム及びスパ イス以外  

のものをいう。  

（注2）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、  
西洋わさび、わさびの根茎、にんにく、とうがら  
し、パプリカ、しようが、レモンの果皮、オレンジの  

果皮、ゆずの果皮及びごまの種子以外のものを  
いう。   
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